
エッセイ 477：李鋼哲「【までい】の精神は生きている」 
 

「飯舘村の人々は原発被害に立ち向かって一所懸命闘っている。彼らは【までいの力】（「までい」とはこの地方の

方言であり、漢字では「真手」と書く。両手を動かして頑張れば、いかなる困難も乗り越えられるとの意味）を発

揮し、【までいの精神】でふるさとの再建に立ち向かっている。その精神に感銘を受けました。」 

 

これは、3年前（2012年 10月 19～21日）に SGRA（関口グローバル研究会）の第 1回福島被災地ツ

アーのレポートに書いた感想文の一部である。SGRA はその後も毎年このツアーを催してきたが、私は都合がつか

ず、3年ぶりに再び被災地に入ることができた。 

 

今度のツアーは 10月 2～4日の 3日間で、前回と同じように飯舘村に向かった。秋晴れの天候に恵まれ、有名

な観光地へツアーする気分とさほど変わらない。違うのは、3年前に出会った菅野宗夫さんご家族と村人達、そし

て田尾さんたちの「ふくしま再生会」のメンバー達と再会できるという思いが、久しぶりに里帰りする気分にさせると 

同時に、被災地復興が進んでいるだろうとの期待感を抱きながら、福島駅からレンタカーに乗って飯舘村に向かっ

た。 

 

ところが、被災地に近づき車窓から見えるのは、黒いビニール袋詰めの除染土が田んぼの真ん中に並べられ、また

積み上げられた、ゴミの野原ばかりであった。「あのゴミ袋はどうするのですか？」と田尾さんに聞いたら、「分かりませ

ん。国が莫大なお金を投入して除染作業を進めていますが、除染土を何処に処分するかはまだ決まっていないよ

うです」。 

 

震災と原発災害で日本全国の原発稼働を一時期停止したが、廃棄物処理の方法が見つからないまま進めてい

た原発を、政府は再開するという不思議な暴挙。国民が怒っていても無視される日本の政治。除染土の処理方

法が見つからないまま、やたらに莫大な規模（約 3兆円規模だという）の国民の税金を使って、進めている除染

作業。しかし、それは被災地の人々に復興の希望すらも与えない。被災地の人々の独自の復興事業には目も耳

も貸さないで、ゾンビが野原をやたらに歩き回るような幻の「震災復興策」。日本国民の多数が納得しているのだ

ろうか？ 

 

里帰りの気分は吹っ飛ばされ、心の中から怒りが込み上げてくる。日本の政治、行政がここまで堕落していることを、

改めて深く感じた。 

 

とはいえ、飯舘村に入り、菅野さんの家に着き、再生実験で栽培した黄金色の稲の田んぼと野菜栽培のビニール

ハウスを見たら、なんとか里帰りした気分になった。そして、被災地がわずかでありながら復興に向かっていることを確

認できた。 

 

近くの田圃や畑には「ふくしま再生の会」の飯舘村再生モデル事業の「イネ栽培実験田」がある。実験用で栽培し

た稲が 3年前は田圃に干され、それはただの実験用に提供されるものだったが、今度は、その稲刈り作業を皆さん

と共同で行うこともできた。我々が刈った稲（米）は、検査を受けて安全が確認されれば、仲間内での食用に 

なるという。 

 

昨年収穫された米も、検査の結果は基準値以下で安全性が確認されている。今年も検査に合格して、12月に

なったら、われわれもこの米を食べられるかも知れない。 

 



また、実験用ビニールハウスでイスラエルの技術である「点滴水耕栽培」で作られた菜っ葉類をご馳走になった。こ

の「点滴栽培」による菜っ葉作りも見事に成功して、通常の基準値以下の放射線量をクリアーし、安全性が確認

されているそうだ。 

 

全国または外国では、未だに風評被害で福島産の農産物が敬遠されるなかで、我々は何の心配もなく、被災地

この飯舘村で作った米と野菜を食べる日が、いつかくるだろう。多くの住民が避難し、他の地域に移住し、自分の

故郷に戻って昔ながらの生活ができない情況のなかで、ここ飯舘村の菅野さんたちの努力と「ふくしま再生会」の応 

援で一筋の希望の光が見えてきた。「までいの精神」は生きているのだ。 

 

百聞は一見に如かず。私だって、ここに来なければ、5年経っても 10年経っても、福島産の農産物を絶対に口に

しないだろうと想像した。今では福島産でも平気で買って食べることができるようになった。 

 

3 年前と同じように、線量計を携帯し、ところどころで放射線量を測りながら回ってみた。原発事故の 30 キロ圏の

近くの立ち入り禁止区域まで移動し、そこで測ったら放射線量は最高約 25 マイクロシーベルトで、3年前の最高

31 マイクロシーベルトに比べると若干下がっていた。雨や風などにより放射線は土に染みこんだり、他の地域に飛 

んだりしていたということ。 

 

自分たちの方法で除染作業を行い、そこに農作物だけではなく、「桜の園」を作って、全国の支援者達にさくらの

木を植えてもらい、毎年そこで花見ができるような事業を考えた金ちゃんの発想もユニークで魅力的だった。 

 

人間とは逆境に立たされたときにこそ、その精神力の強さが見えてくる。ここ飯舘村での「までいの精神」を再確認し

ながら、「里帰り」のツアーは終了した。来年もまた里帰りしてこの山の中で花見大会をしたいなと思いながら、「さよ

うなら飯舘村！」。 
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